
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 

新年度のスタートにあたり 

校長 福士 博司 

  ようやく春めいてきました。 

 在校生４３名に、７名のピカピカの１年生を迎え、児童５０名と、新たに８名の教職員を迎え、総勢６２

名の莨町小学校の生活が始まって３週間が経ちます。 

 新しい学級編制となった２，３年生と４，５年生の複式学級、単式学級に戻った６年生と、新たな環境に

も順応して毎日を過ごしています。子どもたちの歓声と満面の笑みを目の当たりにすると、新年度をスムー

ズにスタートできたのだと、ほっと胸をなでおろします。 

 さて、下の枠内は、最初の職員会議で教職員に提示した資料の一部分です。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 人は皆、人生というマラソンを走り続けています。ランナーである子どもたちも同様で、今は走り始めて

４，５キロ地点でしょうか。マラソンや駅伝には給水地点がありますが、人生というマラソンには決められ

た給水地点がありません。だからこそ、我々教職員は一人一人の状態をつぶさに観察して、必要だと思う地

点で、一人一人に合ったスペシャルドリンクを補給してあげなければ、ランナーは脱水症状になったり立ち

止まったりしてしまうことになりかねません。その子に合ったスペシャルドリンクを適切な時期に補給して

あげられるのがお父さん、お母さん、ご家族であり、学校生活を共にしている我々教職員です。そのことを

十分に自覚しながら、一人一人の毎日の生活の様子・走りの状態を逃すことなく見ていきたいと思っていま

す。マラソンのゴール、それは一人一人違いがあることでしょうが、マラソンでゴールし、第２のマラソン

を始めることもあるでしょう。将来を見据え、納得のいくゴールを見いだしていく、それが人生だと考える

のです。それぞれが素晴らしいゴールを目指して、今はただひたすら走っているのには間違いありません。

私たち大人もその一人です。その子が必要とする時期に、その子だけのスペシャルドリンクを補給していき

ます。新年度にあたり、このような思いを胸に子どもたちに接し、指導していくということをどうぞご理解

ください。 

 あらゆる命が生き生きと力強く成長し始める躍動の春です。今年度も各家庭のご協力、地域の方々のご支

援をいただき、教育活動を展開していきたいと思いますので、生き生きとたくましく生きる莨小っ子のため

に何卒宜しくお願いします。今年度も手を取り合って莨小っ子の健やかな成長を促していきましょう。 

青森市立莨町小学校 学校だより 第１号 平成３０年４月２０日 

今年度の莨町小学校のスタッフです。よろしくお願いします 

校長         教頭        教諭         教諭        教諭         教諭    
福 士 博 司   木 村 俊 秀   横山 由紀夫   丸尾 恵美子   瀧本 ひとみ   石 川 久 子 

５月の行事予定   
日 月 火 水 木 金 土  

事故なく 楽しい 

   ゴールデンウイークを 

１日 ２日 ３日 ４日 ５日  

全校朝会 
安全点検日 

１年生を迎える会 憲法記念日 みどりの日 こどもの日 
 

６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １１日 １２日  

 代表委員会 全校朝会 外国青年来校 
午前授業（小教研） 
心電図検査（１年） 
宿泊学習（５年） 

宿泊学習（５年）  

 

１３日 １４日 １５日 １６日 １７日 １８日 １９日  

ＰＴＡ花壇整備 
運動会係児童 
打合せ 

児童集会 
（歌声） 

外国青年来校 学校評議員会   
 

２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日  

  
児童集会 
（応援） 

運動会総練習 
引落日 

読み聞かせ 
委員会・職員会議 

  

 

２７日 ２８日 ２９日 ３０日 ３１日 ６月の主な行事 
 体力テスト 18～23日 

   水泳教室  27日 
   体育デー  29日 

 

運動会 振替休業日  
避難訓練 
（引渡訓練） 

午前授業 
（小教研） 

 

 

職 名 氏  名 担任等 職 名 氏  名 担任等 

校  長 福 士 博 司  教  諭 小 野 憲 武 
６年担任 
生徒指導主事 

教  頭 木 村 俊 秀 
特別教育支援コーディネーター 
５年算数・理科､６年書写 

教  諭 佐々木 泰子 ２組担任 

教  諭 横山 由紀夫 
教務主任､２・３･４年書写 
３理科､４年国語・社会 

講  師 児 玉   敏 ３組担任 

教  諭 丸尾 恵美子 １年担任、６年家庭科 養護助教諭 佐々木 雅子  

教  諭 瀧本 ひとみ ２・３年担任 臨時事務 堀    貴 子  

教  諭 石 川 久 子 
４・５年担任 
研修主任 

技能主事 中 嶋 一 聡  

 

教諭        教諭       講師          養護助教諭     臨時事務      技能主事 
小 野 憲 武    佐々木 泰子       児 玉    敏   佐々木 雅子   堀  貴 子    中 嶋 一 聡 子どもたちには未来がある。 

子どもたちの人生をマラソンに例えるならば、スタートから４キロ地点をゴール目指してひた走

るランナーであり、現在はあくまでも走り始め、通過点。 

「子どもたちの学力を高める」「子どものたちに安らぎを与える」「子どもたちの命と体を守り

育む」の三つの栄養素が入った一人一人のスペシャルドリンクを、どの地点で、いかに効果的に補

給するかが我々の使命である。 

子どもたちには未来がある。未来を背負って立つ人財である。宝である。 

挨拶ができ、礼節をわきまえ、自らよりよく考え、感謝できる人を育成したい。 

はじめまして よろしくお願いします 
 ４月９日、今年度の新任式、始業式、入学式 
がありました。新入生 7人と転入職員 8人を加え 
児童 50人、職員 12人でスタートしました。      
入学式で 

は、6年生が 
莨町小学校 
の楽しいイベ 
ントを紹介して 
くれました。 

右見て 左見て 
入学式の後、交通安全

協会主催の交通安全教室
がありました。地域の方々に
支えられています。学校の
交通安全教室は 4月 23日
です 

自分の命は 自分で守る 
４月２０日、今年度初めての避難

訓練がありました。地震を想定し及
び津波を想定し垂直避難（建物の
上へ）を行いました。また、今年度か
らは防災頭巾を用意しました。訓練
を通して自分で行動できる子どもの
育成を目指していきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 

小さな学校の大きな運動会 
                                                       校長 福 士 博 司 

 ５月２７日は本校の大運動会。児童は運動会に向けて学年・全校と練習を積み重ねてきました。 

 朝、莨小タイムが終わると聞こえてくるのが「運動会の歌」。各学級で赤組、白組に分かれての「合唱」

が校舎内に響き渡ります。今年度、校長室の上に２，３学年の教室がありますが、体の底から叫ぶような

運動会の歌がガンガンと聞こえてきます。こんなに声を張り上げて体が壊れないものかと気遣ってしまう

ほどの頑張りようです。叫んでいるのですが、きちんと歌になっていて、旋律をしっかりたどっています。

全力で物事に取り組む姿を校長室から思い浮かべ、いい天 

候で本番を迎えさせたいものだと思っています。 

 今年度も校舎３階の窓に運動会スローガンを掲げました。スローガン 

は「あきらめず 全力出そう 莨小っ子」。各行事での共通のめあてと 

して、子どもたちは１年間取り組んでいくことでしょう。 

生活していると何かとくじけてしまいがちになりますが、我々大人に 

とってもあきらめないで、全力出して生活していこうよ、と励まされる 

スローガンになっています。 

 児童数５０名の小さな学校です。しかし、係活動や出場種目などで活躍の

場がたくさんある運動会です。人数が少ない分、「活躍できた、がんばれた」

と思える機会をたくさん得られるのが本校のよさでもあります。運動会の歌

「ゴーゴーゴー」においても、出場する競技においても、また、係活動にお

いても莨小っ子はきっと全力で臨むことでしょう。子どもたちにはいろいろ

な場面で、たくさんの活躍の場を得てもらい、そして、これから生きる上で

の大きな自信につなげてもらいたいです。 

 今年度の運動会でも、一人一人がたくさん活動・活躍し、集団での存在感を得ることでしょう。それは

きっと財産となるはずです。私たちもご家族も地域の方々も子どもたちのいい表情で躍動する場面を随所

に見ることでしょう。 

 本校の運動会はまさに「小さな学校の大きな運動会」なのです。   （本稿は運動会前に記したものです） 

青森市立莨町小学校 学校だより 第２号 平成３０年５月２２日 

６月の行事予定   
日 月 火 水 木 金 土  

７月の 
主な行事  

2日 漢字計算チャレンジ 
6日 地域クリーン作戦  
9日 第２回参観日              

11日 引落日,大掃除 
17日 ６年修学旅行    

（～19日） 

20日 1学期終業式 
（～8月 23夏休み） 

22日 莨小バザー 

１日 ２日  

心のアンケート 
安全点検日 

 
 

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日  

 
歯みがき大会 
教育相談 

全校朝会 
教育相談 

国際交流員来校 
地域懇談会 
教育相談 

読み聞かせ 
（４～６年） 
クラブ 

なわとび検定  

 

１０日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５日 １６日  

 
スクールカウンセラー
来校 

１・２年学区探検 国際交流員来校 
読み聞かせ 
（２～５年） 
クラブ 

浪打中壮行会 
（６年） 

 
 

１７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日  

 体力テスト週間 
漢字計算チャレンジ特訓  

児童集会 
（放送委員会） 

漢字計算チャレンジ特訓  
国際交流員来校 
１・２年学区探検 

漢字計算チャレンジ特訓  
委員会 

学区巡回  

 

２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 

 
漢字計算チャレンジ特訓  

引落日 
児童集会 

（体育デー壮行式） 

漢字計算チャレンジ特訓  
国際交流員来校 
水泳教室（午後） 

漢字計算チャレンジ特訓  
クラブ 

体育デー 
（５・６年） 
安全点検日 

 

 

読み書かせ始まる 
５月１７日、図書ボランテ

ィアさんにより１回目の読み
聞かせがありました。今回
は１年生を７人に５つの絵
本や詩等を読み聞かせて
くれました。今年度は、１４
回の読み聞かせを計画し
ています。 

シリーズ学校が変わる① 「考え、議論する道徳 ～『特別の教科 道徳』始まる～」 

 今年度から学校教育が変わります。学校で学習する内容等を定めた新しい学習指導要領が平成３２年度か
ら全面実施されることに伴い、平成３０年度から移行期間に入ります。また、平成３０年度からスタートす
ることが決まっていた「特別の教科 道徳」が、いよいよ始まりました。これから、３回にわたり学校養育
がどのように変わっていくのか紹介します。 
今回は、「特別の教科 道徳」について紹介します。これまで、道徳は、「教科」ではなく、特別活動など

と同じように「領域」に位置付けられ、「道徳の時間」と呼ばれていました。これに対して文科省は、道徳を
「特別の教科 道徳」として教科化しました。では、なぜ、「教科」ではなく「特別の教科」なのでしょうか。
通常の教科には、教科書、数値による成績評価、教科に対応した教員免許が必要となります。しかし、道徳
では、成績評価や独自の教員免許はなじまないとされ、検定教科 
書だけが用いられることになりました。だから通常の教科とは異なる「特 
別の教科」というわけです。 
そうなると、「以前の道徳の時間と、あまり実質的に変わらないのでは」 

と思う人も多いでしょう。しかし、注目されるのは、教科となる道徳が、 
「考え、議論する道徳」を目指していることです。これまでの道徳は、主 
人公の気持ちを考えようなどという「読み物道徳」の面が強かったという 
反省から、問題解決的学習や体験的学習を取り入れ指導方法を改革するこ 
とが掲げられています。莨町小学校でも、「特別の教科 道徳」の実施に向  第１回参観日 

け、そのような視点で、授業等の見直しに取り組んでいきます。        ６年生の道徳の様子から 

 
平成３０年度莨町小学校ＰＴＡ役員 
 ４月２５日、ＰＴＡ及び教育振興会の総会
が開催され新役員が決まりました。齊藤会
長は振興会の会長も兼任します。 
 ＰＴＡは、１３日に花壇整備を行いました。 

会 長 齊藤 渉（３年白琉） 
副会長 小枝花奈（６年芽生） 

早海晶子（１年亘、４年光） 
髙杉充恵（３年咲愛、６年仰基） 
小野智子（２年陸、４年凛） 
齊藤千晶（３年白琉） 

かわいい子には 
５月１０、１１日の２日

間、５年生は梵珠少年自
然の家へ宿泊学習に出か
けました。家を離れ、友だ
ち同士で過ごす初めての
体験。様々な自然体験や
共同生活で一回り大きく
成長したことでしょう。 

ちゃんとみがけているかな 
４月２６日の歯科検診では、

検診だけでなく、歯みがき指
導をしました。歯医者さんのお
話しの後、歯科助手さんが一
人一人に丁寧に教えてくれま
した。子どもたちは、家で続け
ていますか。歯は、一生の友
だちです。 

ありがとう 田中先生 
４月２７日、田中雅子

先生の離任式を行いま
した。田中先生は、佐々
木泰子先生の代わりに４
月１ヶ月だけお世話にな
りました。 
 本当にありがとうござい
ました。 

なかよくしようね 1年生 
５月２日、児童会が企

画した１年生を迎える会
がありました。 
各学年が１年生のため

にゲームやプレゼントを用
意し楽しいひとときを過ご
しました。 

右よし 左よし 
４月２３日、市役所や安全協

会、堤交番等の協力のもと、
交通安全教室を行いました。 
低学年は、グランドで練習した
後、実際に学校の周りを歩き
ました。また、高学年は、自転
車の乗り方を確認しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 
青森市立莨町小学校 学校だより 第３号 平成３０年６月２２日 

７月の行事予定   
日 月 火 水 木 金 土  

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日  

 
第 1回漢字計算 
チャレンジ 

全校朝会 
国際交流員来校 
清掃週間 

 

読み聞かせ（全校） 
委員会 
職員会議 

地域クリーン作戦  

 

８日 ９日 １０日 １１日 １２日 １３日 １４日  

 第 2回参観日 全校朝会 
引落日 

全校なわとび検定 
クラブ 

スクールカウンセラ
ー来校 

大掃除 
 

 

１５日 １６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日  

 海の日 
修学旅行（６年） 

 
修学旅行（６年） 
国際交流員来校 

修学旅行（６年） 
５時間授業 
（３～５年） 

１学期終業式 
学区巡回 

 

 

２２日 ２３日 ◇夏休み ７月２１日（土）～８月２４日（木）  ◇地域防災訓練       
（７月２１日（土）から 青柳公園でラジオ体操     ９月２日（日）９：００から

毎朝６：３０スタート） ※夏休み中と８月の予定は次号で 

莨小 
 バザー 

夏季休業 
保護者面談 
 （～３１日） 

 

あきらめず 全力出した 莨小っ子 大運動会終了 

５月２７日（日）、今年度の大運動会が無事終了いたしました。今回の

スローガンは「あきらめず 全力出そう 莨小っ子」でしたが、５０人の

莨小っ子、一人一人が、自分の力を存分に発揮してくれました。 

応援ありがとうございました。 

 

新聞コーナー 

                                                                 校長 福 士 博 司 

 本校に「新聞コーナー」があります。 

 ２年前から新聞を購入し、コーナーを設置して児童が自由に新聞を読めるようにしています。児童が

新聞を読み、興味をもったり気になったりした新聞記事についての感想を準備した用紙に自由に書いて

もらいます。その用紙を私が受け取り、校長室前に設置したコルクボードに掲示し、全校に紹介すると

いう仕組みのコーナーです。 

 始めた目的は、 

 ①世の中の動静を児童に知ってもらうこと 

 ②新聞に興味をもってもらうこと 

 ③早い時期から新聞を読むこと通して文章に慣れ親しんでもらうこと 

でした。多少難しい漢字や表現については教職員や上級生など周りの人 

に尋ね、いろいろなことを知るきっかけになるはずという期待も込めら    （感想の掲示板） 

れています。 

 ３年目の今年度も、各学年の児童が新聞を読み、感想を記入した用紙を持ってきており、６月２０日

現在で９２枚が掲示されました。感想の内容や関心を持った記事の内容は学年・発達段階によってさま

ざま違いがありますが、感想の内容を読むと、記事について児童一人一人の思ったこと・感じたことが

精一杯表現されており、その児童の興味・関心が手に取るようにわかります。 

 この前入学したばかりの小学１年生の男の子も挑戦をし始め、先日から切り抜いた新聞記事と感想を

持ってきています。１年生ながらたいしたもので、感想もしっかりと書いています。２回目に出したも

のを紹介します。 
 

            「６月１６日の『つゆのあいま いやしのたいれつ』 

（青森・沖館川 カルガモ）    

どようびの、しむらどうぶつえんで カモのおやこをみました。カラスにお

そわれたりして、とてもかわいそうだとおもいました。おそわれたりしないと

いいなとおもいました。ぼくは、これから おとうさんと さんないに みに

いきます。」 

（１年生の感想用紙） 

沖館川を泳ぐカモガモの親子の写真が添えられた「梅雨の晴れ間癒しの隊列」の新聞記事でした。こ

の１年生はお母さんに漢字を読んでもらい、見たテレビ番組と新聞記事を関連させて感じたことを記入

用紙いっぱいに書いていました。新聞の漢字には自分で書いたふりがなでいっぱいでした。知らないこ

とを知ろうとする熱意と、カルガモの親子がカラスに襲われたりしないでという願いと思いやりが感じ

られるものでした。 

 また、一昨年度、当時２年生だった男子児童が１週間に数回のペースで５１枚、３年生となった昨年

度は同児童が７８枚を提出し掲示されました。この頑張りは本人の学ぶ基盤となり、さらなる向学心に

つながっていくことでしょう。子どもにとって、ちょっとした興味・関心がその子自身を育てるきっか

けとなります。知らなかったことを積極的に知ろうとする莨小っ子一人一人の将来が楽しみです。 

目指せ 名人 
６月８日、今年度１回目のなわ

とび検定がありました。このなわ
とび検定は、莨町小学校の伝統
で、これまでも、いろいろな紙面
で広く紹介されてきました。 
子どもたちはみんな進級を目

指し真剣に取り組んでいました。 

生麦、生米、生卵 
６月１９日の児童集会は

放送委員会の発表でした。
発表では、毎日の放送内容
の紹介と日頃練習している
早口言葉の披露をしてくれ
ました。 

地域には宝がいっぱい 
６月２０日、１・２年生は生活科

の学習で、学区探検に出かけま
した。３つのコースに分かれ、花
屋さんや豆腐屋さん等を見学し
ました。子どもたちは、地域にあ
る宝物に気づいたことでしょう。 

非行防止は任せて 
６月１９日、リトルジャンプチーム

の委嘱状交付式に、我が校から６年
の計画委員３人が参加しました。ジ
ャンプチームは非行防止のボランテ
ィアのことで、挨拶運動などを通して
非行防止を訴えてます。 

ちゃんとみがけているかな 
６月４日、４・５年生が歯みがき大会に

参加しました。歯みがき大会は、ライオ
ンが主催して全国一斉に行われるもの
で、歯を磨くことの大切さを考える機会
として取り組んでいます。 

６年生は陸上競技場へ 
６月２０日、６年生は陸上競

技場へ体育の校外学習を行
いました。来週は、体育デー
です。競技場で走る機会は滅
多に無いことから、選手だけで
なく、みんなで出かけました。 

シリーズ学校が変わる② 「授業が変わる～主体的・対話的で深い学び～」 

前回では、「特別の教科 道徳」について紹介しましたが、今回は、「授業」について紹介します。 
平成３２年度から、学校で学習する内容等を定めた新しい学習指導要領が全面実施されます。学習指導要領

は、およそ１０年に一度見直されてきました。この度の改訂では、子どもたちが未来社会を切り拓くための資
質・能力を一層確実に育成することが挙げられています。今の子どもたちが大人になるころには、現在よりさ
らに人工知能の技術が進み、また、国際化が進んでいることが予想されます。その中で、生きていくための力
が必要です。 
学校では、「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」が問わ 

れ、私たち教師は授業の改善が、求められています。キーワードは『アクティブ・ 
ラーニング』（主体的・対話的で深い学び）です。 
この言葉を、ニュースなどで耳にしたことがあるかも知れません。教師が一方的 

に教えるのではなく、子どもたちが主体的に問題解決に取り組み、そして、子ども 
同士が対話しながら深めていくような授業を目指していきます。 
したがって、これからは授業が変わっていくはずです。            （校内研２・３年の授業から） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 
青森市立莨町小学校 学校だより 第４号 平成３０年７月２０日 

７・８月の行事予定 ※７月２１日（土）～８月２３日（木）は夏休みです。平日（網掛け）は職員が出ています。  
日 月 火 水 木 金 土  

２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日  

莨小バザー        

２９日 ３０日 ３１日 ８月１日 ２日 ３日 ４日  

        

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １１日  

        

１２日 １３日 １４日 １５日 １６日 １７日 １８日  

 学校閉庁日（職員は出勤しておりません）     

１９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日  

     
２学期始業式 
（午前授業） 

 
 

２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 ３１日 ９月１日  

 
引落日 

夏休み作品展 
（～９月１０日） 

全校朝会 
着衣泳教室 
（５・６年） 

県学習状況調査 
（５年） 

読み聞かせ 
委員会 

４･５年校外学習 
  

 

 

                             １学期の終わりに 

                                                                校 長  福 士 博 司 
 

 ４月９日に始まった１学期の学校生活が終わろうとしています。児童も私たち教職員もたくさんの新

しい出会いから始まりましたが、それも遠い記憶の中に消え去りそうで、今がたいへん落ち着いたごく

あたりまえの環境となり生活しています。 

 今学期は、それぞれが進級して新しい学級編制で生活が始まりました。入学式、５年生の宿泊学習、

運動会、体育デー、２回のなわとび検定、水泳教室、漢字計算チャレンジ、そして、１学期締めくくり

の６年修学旅行が無事行われました。各学年の児童ともはじめは初々しい姿でしたが、それぞれがその

学年に相応(ふさわ)しい姿となり、成長の跡が見られました。兎にも角にも全員が無事に１学期を終え

ることをとてもうれしく思います。 

 また、保護者の皆様、地域の方々には、登校指導、花壇・校庭整備、学区の巡回、児童の見回りな

ど、様々な場面で力をいただきましてありがとうございました。感謝申し上げます。 

 さて、西日本の各地に大きな犠牲と被害をもたらした豪雨のニュースを目にし、心が痛くなるばかり

です。犠牲になった方々にお悔やみ申し上げ、被害に遭われた方々にお見舞い申し上げます。大雨、洪

水の映像を見ると、私が幼かったころに起きた堤川の洪水を思い出します。諏訪神社、成田山の南側、

堤防から８ｍほどの所に住んでいた私は、夜中に、当時通っていた東北本線の橋脚に多数のドラム缶が

ぶつかる音で目を覚ましました。前夜からの雨が山間にたくさん降り、堤川に洪水をもたらしたので

す。堤防を超えた濁流はあっという間に床下に押し寄せ、大切な家財道具を２階に上げているうちに見

る見る床上に達し、あっという間に階段の中頃の高さまで泥水が上がってきました。夜が明けて、朝７

時の全国ニュースに我が家の上を飛ぶヘリコプターからのライブ映像が映っており、不思議な感覚に襲

われました。と同時に、洪水の恐ろしさを目の当たりにしました。それを体験したものですから、莨小

に赴任して、雨脚が強くなると「堤川は大丈夫だろうか？」と不安に駆られます。 

 自然災害にはなかなか勝てるものではありません。また、理不尽で身勝手な事件も頻発しています。

夏休みを迎える児童には、この夏休みを安全に過ごしてもらいたいです。自分の身を守れるよう、命を

落とすことが絶対ないよう夏休みを過ごしてもらいたいです。また、この文章を読んでくださっている

方々にも健康で安全・安心な生活をしていただきたいと願っております。 

 せっかくの長期休業ですから、この期間でなければできない貴重な体験をしてもらいたいですし、ま

た、お家のお手伝い、ご家族との触れ合いもたくさん時間が取れるようにしてもらいたいです。そし

て、２学期に全員元気な笑顔で会えることを願っております。ご家庭・地域の目で児童の健やかな成長

と安全な生活を見守ってくださいますよう、宜しくお願いします。  

シリーズ学校が変わる③「外国語の拡充」 

今年度からの学校教育の変化について、「学校が変わる」として３回に分けて紹介させていただきました
が、最終回は、「外国語の拡充」です。前号でも紹介しましたが、今の子どもたちが大人になるころには、
現在よりさらに人工知能の技術が進み、また、国際化が進んでいることが予想され、その中で生きていくた
めの力が必要です。その一つが外国語です。 
これまでも、小学校５・６年生では「外国語活動」という英語に慣れ親しむことを目標とした授業が週に

１時間行われてきましたが、平成３２年度からは、それが「外国語」という教科に変わり、算数や国語、理
科、社会と並んで、英語の基礎を身につけるための授業が行われるようになります。  
新しい学習指導要領においては、３・４年生で「聞くこと」「話すこと」により英語に慣れ親しみ、その

後の英語学習に抵抗なく進むための素地を養うことが目標とされ、５・６年生の「外国語」では、子どもの
発達段階に応じて、「聞くこと」「話すこと」の学習内容を深めるとともに文字を「読むこと」「書くこと」
も加えて、中学校での学習へつなげていくとされています。 
音声でのインプットをはじめに十分に行うということは、これまでの学 

習指導要領から変わりません。その一方で、現状で課題となっている、小 
学校と中学校の授業のギャップ（中学で急に「読み・書き」中心の授業に 
変わる）に配慮し、高学年の子どもたちの「読みたい」「書きたい」「英語 
という言葉をもっときちんと知りたい」という欲求にも応えるものになっ 
ています。 
莨町小学校では、今年度から、３・４年生で外国語活動を週１時間、５・ 

６年生で週２時間行い、３２年度に備えています。また、市の国際交流員 
を活用し、週Ⅰ時間程度ですが生の英語に触れる機会を設けています。   ５･６年生の外国語活動の授業から 

いってらっしゃい おかえりなさい 修学旅行 

 ７月１７日から３日間、６年生１１人が函館方面へ修学旅行に行ってきました。小学校生活の最大のイベントは、

子どもたちの成長の場でもあります。たくましくなって帰ってきたことでしょう。 

今年の修学旅行のコースを簡単に紹介します。 

１日目 大沼カヌー体験・函館山（夜景）  ２日目 五稜郭公園・自主見学  ３日目 道南食品工場見学・ベイエリア  

 

 

フリー参観日のお知らせ 
 
フリー参観日を下記のとおり開催いたします。

当日は、授業参観及びすくすく健康会議を行う
予定です。どなたでも参観できますので、是非、
子どもたちの様子を見にいらしてください。 

                
１ 期日 平成３０年９月１０日 （月） 
２ 日程１９：２０～１０：０５ 授業参観 
２ 日程１０：０５～１０：２０ 中休み 
２ 日程１０：２５～１１：１０ 授業参観 
２ 日程１１：１５～１２：００ すくすく健康会議 

（体育館） 
  テーマ「睡眠の大切さを知ろう」 
     講演  講師 青森県立中央病院  
       医療管理監 小 野 正 人 氏 

６位入賞 
６月２９日、体育デー

に参加してきました。あ
いにくの天気でした
が、競技に、応援に全
力をだしました。６年、s
□□健太くんが１０００
mで６位になりました。 

全校お話会 
７月５日、図書ボランティアによ

る全校読み聞かせがありました。今
回は、低学年と高学年に分かれ、
それぞれ１時間ずつでした。ありが
とうございました。 

ピッカピカ 
７月１３日は、大掃

除でした。床の汚れ
を落としワックスをか
けました。１学期の汚
れとさよならして、
清々しい気持ちで新
学期を迎えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 
青森市立莨町小学校 学校だより 第５号 平成３０年８月２４日 

８・９月の行事予定   
日 月 火 水 木 金 土  

２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 ３１日 ９月１日  

 
引落日 

夏休み作品展 
（～９月１０日） 

全校朝会 
着衣泳教室 
（５・６年） 

県学習状況調査 
（５年） 

読み聞かせ（１～３年） 
委員会 

４･５年校外学習 
  

 

２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日  

地域防災訓練 
体位・視力検査
（１～３年） 
代表委員会 

体位・視力検査
（４～６年） 
児童集会 

国際交流員来校 
１年校外学習 

（国際芸術センター） 

読み聞かせ（４～６年） 

研修会参加のため 
午前授業 

避難訓練 
（不審者対応） 

 
 

９日 １０日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５日  

 
フリー参観日 

すくすく健康会議 
全校朝会 国際交流員来校 

読み聞かせ（４～６年） 

クラブ 
職員会議 

学区巡回  
 

１６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日  

 敬老の日 児童集会 国際交流員来校 委員会 
市教育委員会訪問
のため午前授業  

 
 

２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日  

秋分の日 振替休日 
児童集会 

劇団四季観劇 
（６年） 

引落日 
国際交流員来校 

クラブ   
 

１０月以降の２学期の主な行事 

  １０月： １０日（水）学習発表会総練習、１３日（土）学習発表会、１５日（月）振替休業日 
１７日（水）連合音楽会【弁当有り】、２４日（水）引落日、２５日（木）鑑賞教室 

１１月：  ６日（火）莨小っ子集会、７日（水）避難訓練、２６日（月）引落日 
１２月：  ７日（金）参観日、１２日（水）引落日、２１日（金）２学期終業式 

新聞を読む 

                                                                校 長  福 士 博 司 
 

 中学校で国語を教えていたころのことです。いつの年とは限らず、受験生となった中学３年生が、

必ずといってよいほどよく尋ねることがあります。「最近、国語のテストで点数が取れなくなってし

まいました。特に読み取り問題が解けなくなってきたのですが、どうしたらいいですか？」。私は答

えます、「新聞のコラムでもいいし社説でもいいから、今日から３か月間、毎日、新聞を読み続けて

ごらん。３か月後には、何らかの成果が出るよ。」と。確実に、とは言えませんが、数か月たつと成

果が表れて受験に臨める力が備わるようになるものです。 
 
 さて、８月上旬の新聞に次のような見出しが飾られました。 
 

新聞よく読む児童生徒 全教科 高い正答率」 
 
 小６、中３を対象に４月に行われた全国学力テスト結果分析の記事の見出しでした。下は新聞を読

む頻度ごとの各教科の正答率を示しています。 
 

小     学     校 

新聞を読む頻度 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理 科 

ほぼ毎日読んでいる 78.8％ 62.6％ 72.8％ 62.3％ 67.1％ 

週に 1～３回程度読む 76.3 60.3 69.2 58.4 64.9 

月に 1～３回程度読む 72.4 56.3 64.9 53.2 61.5 

ほとんど、または、全く読まない 68.4 52.4 61.2 48.7 58.4 
 
新聞を読む頻度とテストの正答率との関係を文部科学省が分析したところ、新聞を読む頻度の高い

ほうが頻度の低い子どもに比べて、全教科で平均正答率が高かったとのことです。これほどの違いが

明らかになるとは、正直言って驚きでした。私にとってとても興味深い結果が示されました。 

 本校で「新聞コーナー」を設けていることは、以前学校だよりでも紹介していました。そもそもの

目的は、活字に慣れさせ、文章に慣れさせ、内容を読み取れる子どもを増やしたいという思いからで

した。文章に慣れ親しむことにより、読解力が増していき、将来にわたって「読む力」という財産が

身につくであろうという、これまでの長年の経験から、ぜひ莨小生に取り組ませたい、その一心で２

年前に始めたものでした。 

 今は、インターネットやスマホで記事を購読し、新聞を取らない家庭も増えてきたようですが、学

校に来れば新聞を読むことができます。液晶ディスプレイを通さずに、紙に印字された紙面に触れる

ことができます。今回出された分析結果をご覧になりどのようにお考えになるでしょうか。 

 新聞を読むことは、活字や文章に触れるだけでなく、世の中の動きや事象に触れることができ、そ

れらに対して自分がどう考えるのか、考えの整理・構築ができます。思考の広がりや精神的な成長も

促されます。そんな利点が正答率を押し上げていることは否定できません。２学期も新聞コーナーは

開設されています。これまで以上に、新聞を読む子どもが増えるようにしていきます。 

 暑さが戻り、２学期が始まりました。莨小っ子にとって、実りの秋を迎えさせたいものです。ご支

援・ご協力をお願いします。  

フリー参観日のお知らせ 
 
フリー参観日を下記のとおり開催いたします。当日

は、授業参観及びすくすく健康会議を行う予定で
す。どなたでも参観できますので、是非、子どもたち
の様子を見にいらしてください。 

                
１ 期日 平成３０年９月１０日 （月） 
２ 日程１９：２０～１０：０５ 授業参観 
２ 日程１０：０５～１０：２０ 中休み 
２ 日程１０：２５～１１：１０ 授業参観 
２ 日程１１：１５～１２：００ すくすく健康会議 

（体育館） 
  テーマ「睡眠の大切さを知ろう」 
       講演  講師 青森県立中央病院  
           医療管理監 小 野 正 人 氏 

平成３０年度莨町小学校地域防災訓練のお知らせ 

 
今年度も莨町小学校地域防災訓練を開催します。 

 主な内容は、水消火器を使った消火訓練、各町会に支給され
ている機材の組み立てなどの取扱訓練、一次救命処置訓練、非
常食の炊き出し体験です。 
万が一に備え、是非、ご参加ください。 

 
日 時  ９月２日（日） ９：００～１２：００ 
会 場  莨町小学校 校庭・体育館（雨天時は体育館） 
内 容  ～９：００   校庭集合 
      ９：００～ 開 始 式(挨拶、訓練内容説明等) 

９：１５～ 消火訓練 
９：４５～ 支給機材の取扱訓練 

１０：３０～ 一次救命処置訓練 
    １１：４０～ 終了式、非常食配食（持ち帰り） 

シリーズ学校が変わる特別編「ゲートキーパー」「性的マイノリティ」「協働活動」 
教頭の木村が夏休み中に参加した研修会の中から、保護者や地域の皆さんに、是非、知っておいてもらい

と思ったことを３つ紹介したいと思います。 
「ゲートキーパー」 

 自殺を考えている人に出会った時に、サインに気づき、自殺を防ぐ門番のことです。自ら命を絶つ子ど
もがなくなるように、ゲートキーパーは学校にも地域にも必要です。キーワードは「きょうしつ」。「き」
づいて、「よ」く聴き、「う」け止めて、「し」ん頼できる専門機関に「つ」なげる。 

「性的マイノリティ」 
 世の中にはいるがどこか遠くの話という認識でしたが、ある調査では 10 パーセントが当事者であり、
実はかなり身近なことでした。私たち教師や保護者、地域に大人たちは、正しく理解しているでしょう
か。不用意な言葉で傷つけてはいないだろうか。知らないでは、もう済まないことでした。 

「協働活動」 
  地域学校協働活動のことです。これまでも、学校は地域に支えられてきましたが、そこに新たな視点と
して「学校を核とした地域づくり」が加わりました。子どもを共に育てることで、地域の結びつきが生ま
れたり、地域が元気になることにつながったりするということです。これからもよろしくお願いします。 
   

相手の心に寄り添って  －いじめのない未来づくり子どもサミット－ 

 ８月１８日（土）、青森市教育委員会が主催する同サミットが開催され市内の
小中学校から２名ずつ参加し、４～５名のグループに分かれ、意見交換などのグ
ループワークを行いました。本校からは企画委員会の６年 □□創太くんと５年 

蛯名〇〇さんの２名が参加しました。 

 グループワークでは、なかよしグループの一人が仲間はずれになった出来事を
もとに、「相談をすること・しないこと」、「相談するならどんな風に相談する
か」、「相談しないならどんなことができるか」を意見交換したりしました。感想
発表では、「相手の心に寄り添って考えることが大切。」などが聞かれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 
青森市立莨町小学校 学校だより 第６号 平成３０年９月２５日 

１０月の行事予定   
日 月 火 水 木 金 土  

 

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日  

安全点検 全校朝会 国際交流員来校 クラブ 
学習発表会係児
童打合せ 

 

 

７日 ８日 ９日 １０日 １１日 １２日 １３日  

 体育の日 児童集会 学習発表会総練習 委員会 
スクールカウンセラー 
学習発表会係児 
童打合せ 

学習発表会 
 

１４日 １５日 １６日 １７日 １８日 １９日 ２０日  

 振替休業日 
児童集会 

後期清掃班組織会 
連合音楽会 
（弁当） 

委員会 
職員会議 

代表委員会  
 

２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日  

  児童集会 
引落日 

国際交流員来校 
クラブ 

芸術鑑賞教室 校内研  
 

２８日 ２９日 ３０日 ３１日 １１月の主な行事 
７日（水）避難訓練      １３日（火）地域懇談会 
８日（木）午前学習      ２７日（火）就学時健康診断 
９日（金）莨小っ子集会 

 

市議会議員選挙 

（本校投票所） なわとび検定 全校朝会 国際交流員来校 

 

 

心を一つに 笑顔で やりきろう 
１０月１３日（土）は、学習発表会です。子どもたちは、先

日の代表委員会で今年のテーマを、「心を一つに 笑顔で や

りきろう」と決めました。各学年とも、最高の舞台にするため

に、一生懸命練習に取り組んでいます。 

是非、頑張っている姿を見に来てください。      

                                                                                 

                                                                                                             

                     

４･５年 表現「Fun Fun Music」   ６年 劇「船乗りロペス」 

１年 劇「金のがちょう」 ２･３年 表現「にほんごであそぼ inたばこまち」 

平成３０年度学習発表会 

 日時 １０月１３日（土）  

９時～ 

 会場 莨町小学校体育館 

児童玄関からお入りください。                            

 

保護者のみなさん、 

地域のみなさん！  

ご来場をお待ちしております 

 

８・９月のニュース 
月のニュース 

まさかに備えて その１ 
８月２８日（火）、５・６年生

は、着衣泳教室を行いました。
青森市は、今年度から、子ども
の命を守るために５年生以上を
対象に着衣泳に取り組むことに
なりました。子どもたちは、動き
づらさを体感しました。 

力作ぞろい 
８月２８日（火）から９月１０日

（月）まで、夏休み作品展を開催しま
した。最終日は、フリー参観日で、多
くの保護者の皆さんにも、子どもたち
の力作を見てもらうことができました。 

科捜研の子ども 
８月３０日（木）、４・５年生

は、青森県警察本部へ社会
科の見学に出かけました。通
信指令室の見学や鑑識の体
験などを通して警察の仕事に
ついて理解を深めました。 

まさかに備えて その２ 
９月２日（日）、地域防災訓

練があり、莨町小学校周辺の６
つの町会から約５０人が参加し
ました。訓練では、消火器の使
い方や救命処置、非常食の配
食などを行いました。 

将来のために 
９月４日（火）、５日（水）の２日

間、浦町中学校の２年生３名が莨
町小学校で職場体験を行いました。 
中学生は、授業に参加しながら、『働
く』ということについて考えていました。 

一足早く 芸術の秋 
９月５日（水）、１年生は、生

活科の学習で、国際芸術センタ
ーへ出かけました。センターで
は、共同制作やスタンプラリー
等を行いました。 

地域を知り 地域を愛する 
９月６日（木）、２年生が生活科

の学習で沼田商店の工場見学を
行いました。学校の周りには、いろい
ろな施設やお店などがあります。地
域を知り、地域に学ぶことで、地域
を愛する子になってほしいです。 

まさかに備えて その３ 
９月７日（金）、不審者が

学校に侵入したことを想定し
て避難訓練を行いました。堤
交番に協力いただき、子ども
たちは真剣に取り組むことが
できました。 

体育館に響く 
９月１８日（火）の全校

集会で６年生が立派な音
読を披露してくれました。全
校集会での音読は、表現
する力を育てるために取り組
んでいるものです。 

寝る子は 
９月１０日（月）、睡眠をテーマに

すくすく健康会議を行いました。初め
に保健委員会の発表があり、その
後、県立中央病院の小野正人先生
に講演していただきました。子どもたち
は睡眠の大切さを感じていました。 

はじめまして 
２学期から新しい国際交流員

（CIR）のイアン・デイさんが外国
語活動の授業のために、莨町小学
校に来ています。 
イアンさんは、７月までは外国

語指導助手（ALT）として、市内の
他の学校に活動されていました。 

ありがとうございました 
４月から養護助教諭として

勤務していただいた佐々木雅
子先生が９月をもって退職す
ることになりました。 
これまでの半年間、子どもた

ちの健康のために尽くしてく
れました。 

『自ら考え、ともに学び合う子どもの育成を目指して』 校内研紹介 

どこの学校でも校内研というものに取り組んでいます。 

校内研では、どのような子どもになってほしいのか、そのためには、 

授業において、どんな取り組みをしていけばよいのか研究しています。 

具体的には、各先生が実際に授業を行い、それをみんなで見て、その 

後に、どうであったか話し合います。時には、外部から指導者を招き、 

助言をしてもらう場合もあります。 

 本校では、今年度、国語科を研究の 

教科にして、「自ら考え、共に学び合う 

子どもの育成」を研究主題して校内研   ５月 ６年生の研究授業 

に取り組んでいます。 

平成３２年度から全面的に始まる新しい学習指導要領（学校で何を学ぶ

かを示したもの）では、「主体的・対話的で深い学び」がキーワードになっ

ています。そのような流れも見据えながら、先生方も日々、学んでいます。 

６月 ２・３年生の研究授業 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ホールに響け 
１０月１７日（水）、全校で青森

市小学校連合音楽会に参加しま
した。あの広いホールに、莨町小
学校のさわやかな歌声が響き渡り
ました。 

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 
青森市立莨町小学校 学校だより 第７号 平成３０年１０月２５日 

１１月の行事予定   
日 月 火 水 木 金 土  

１２月の主な行事 
  ４日（火）漢字計算チャレンジ  １２日（水）引落日 
  ７日（金）参観日        １９日（水）大清掃 
       全校なわとび検定   ２１日（金）２学期終業式 

１日 ２日 ３日  

委員会 
安全点検日 

 
東青東地区 

卓球大会 

 

４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 １０日  

    
読み聞かせ（２３６年） 

研修会参加のため 
午前授業 

莨小っ子集会  
 

１１日 １２日 １３日 １４日 １５日 １６日 １７日  

 スクールカウンセラー 
全校朝会 

第２回地域懇談会 
国際交流員来校 
職員会議 

読み聞かせ（１～３年） 

クラブ 
  

 

１８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日  

  
児童集会 

（２・３年音読発表） 
国際交流員来校 

特訓 
３～６年５時間授業 勤労感謝の日  

 

２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 

 

 

 
特訓 
引落日 

児童集会 
（保健委員会） 
就学時健康診断 

 
幼保小交流会 

クラブ 
特訓 

特訓 
 

 

１０月のニュース 
月のニュース 

心を一つに 平成３０年度学習発表会 終わる 
１０月１３日（土）、「心を一つに 笑顔で やりきろう」のテーマの下、今年度の学習発表会が開催

されました。この日のために、一生懸命練習を積み重ねてきました。５０人の心が一つになりました。 

 

プレーバック 学習発表会 

No.１ 1年 「はじめのあいさつ」 
元気いっぱい７人の１年生が、大きな声で上手にでき

ました。 

No.２ ４･５年「Fun Fun  Music」 
 きれいな合唱、息の合った合奏、そして、ノリノリのクール
なダンス「USA」でした。 

No.３ １年「金のがちょう」 
初めての学習発表会。 
金のがちょうを持ったトム
を先頭にかわいい行列が
できました。 

No.４ ２・３年生「にほんごであそぼ in たばこまち」 
早口言葉や長い文などを完璧に覚え、つかえることなく元
気に発表することができました。 No.５ ６年生 「船乗りロペス」 

小学校での最後の発表となりました。一人一人の感情が
こもった熱演は、大きな感動に包まれました。 

No.６ 全校合唱「歌がいっぱい」 
 ５０人の元気いっぱいの「歌がいっぱい」でした。６年生
の低音部もしっかり響いていました。 

いじめの経験９割 ～『いじめ』について考える～ 
 ある調査では、小学４年から６年の３年間で、いじめを受けたことのある割合は９割、いじめをしたことのある

割合も９割というデータがあります。これだけ、いじめは身近なものであり、いじめる側といじめられる側が容易

に入れ替わると考えられます。このデータが本当なら、「うちの子がいじめているということ？」、「うちの子もい

じめられているの？」と疑問を抱く方も多いでしょう。 

では、そもそも『いじめ』とは、どのようなことをさすのでしょうか。このことについて、子どもたちも、教師

も、各家庭や地域の皆様にも共通した認識を持っていただけなければ、共に『いじめ』に向かっていくことはでき

ません。 

 『いじめ』は、いじめ防止対策推進法により定義され、現在では、「一定の人的関係にある他の児童等が行う心

理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象

となった児童等が心身の苦痛を感じるもの」となっています。つまり、分かりやすく言うと「本人が嫌だ（苦痛）

と感じる行為は『いじめ』」となります。これに、けんかも加わりました。 

 かつては、「弱いものに対して一方的に」、「継続的に」、「深刻な苦痛」などという言葉が定義にあり、いまだに、

それらがいじめの要件だという誤解があるようです。現在では、「力の差がなくても」「一回でも」「悪気がなくて

も（意図がなくても）」「軽くても（深刻じゃなくても）」、苦痛を与えてしまったら『いじめ』なのです。このよう

な認識にたつと、はじめの９割という数字も納得できると思います。 

 では、莨町小学校ではどうでしょうか。私たち教師は、定義を再確認し、子どもたちの痛みを読み取れるように

努力してまいります。『いじめ』を認知した場合は、いじめられた側、いじめた側の両家庭に報告しますので、そ

の際は、どうぞよろしくお願いいたします。 

また、青森市いじめ防止対策審議会の提言や青森市いじめ防止基本方針の改定にあわせ、本校のいじめ防止基本

指針を年度内に改定する予定です。内容には、保護者と教師が情報交換する場やインターネットや SNS等の使い方

を学ぶ機会を設けることなどが加わる予定です。 

これからも、共に、いじめのない莨町小学校を築いていきましょう。 

１ 日時  平成３０年１２月４日（火） 
１５：３０～１６：３０       

２ 場所  青森市立堤小学校（体育館） 
３ 対象  浦町中学区の保護者及び地域住民の皆様 
４ 内容  ①子どものネット利用の実態 

②古典的いじめとネットいじめの違い 
③ＬＩＮＥトラブルの実態 
④トラブル防止への対策 等 

ネットいじめ対策アドバイザーによる 

出前講座について 
保護者の皆様には既にお知らせしてい

ますが、浦町中学校区の保護者等を対象
とした講座が右のとおり開催されます。 

 参加を希望される方は、教頭まで連絡
ください（電話７３４－２００４）。 

 締め切りは、１１月２２日です。 

渡辺コーディネーターの支援で 
学校支援コーディネーターの渡辺

先生は元高校の物理の先生でした。
自作の実験器具を持ってきて、理科の
授業を助けてくれています。 

読書の秋 
１０月２３日（火）、児童集会で図書

委員会が発表でした。おすすめの本の
紹介や図書郵便の呼びかけ、図書クイ
ズを行いました。読書の秋ですね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 
青森市立莨町小学校 学校だより 第８号 平成３０年１２月３日 

１２月の行事予定  

日 月 火 水 木 金 土 
２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 

  
第２回漢字・計算 
チャレンジ 

特訓 

国際交流員来校 
 

委員会 
職員会議 

参観日 
なわとび検定 

青森市児童卓
球大会（団体） 

９日 １０日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５日 

  全校朝会 引落日 
清掃週間(～１９日） 
読み聞かせ(全校) 

クラブ 
  

１６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 

 
スクールカウンセラー
来校 

児童集会（１年） 
国際交流員来校 

大清掃 
３～６年５時間授業 ２学期終業式  

 
３学期の主な予定（１月の予定は次号で） 
 １月                    ２月               ３月 

冬休み １２月２２日～１月１４日（月）  ４～６年スキー教室 ６日（水）  ６年生を送る会  １日（金） 
ＰＴＡ通学路除雪作業     １３日（日）  入学説明会    １３日（水）  卒業証書授与式 ２０日（水） 
３学期始業式          １５日（火）  なわとび検定   １５日（金）  修了式・離任式 ２６日（火） 
６年浦中体験授業       ２５日（金）  参観日      ２２日（金） 

 

 

今年度の学校の様子  ＝第２回地域懇談会の資料から＝ 
１１月１３日（火）、第２回地域懇談会を開催しました。地域懇談会は、町会長さんや児童・民生

委員、近隣の中学校の校長先生等に集まっていただき、莨町小学校の子どもたちが健やかに成長で
きるように意見を伺ったり、学校からのお願いをしたりする場で、年２回開催しています。 
どのような資料をもとに地域懇談会が行われているのか一部紹介します。 

１「進んで学び合う子」について 
 ここでは、これまで学校だよりで紹介した「授業の充実」（校内研含む）と「体験学習の推進」につい

て説明しました。また、学力の状況として全国学力・状況調査及び県学習状況調査の結果を紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
２ 「互いに思いやる子」について 

ここでは、「いじめの防止」や新しくなった「特別の教科 道徳」（学校だよりで紹介済み）、「自主性・実

践力の向上をめざしてた取組、「交流活動」について紹介しました。 

（１）「いじめの防止について」 

本校ではいじめの防止に向けては、学期１回のアンケートと個人面談、週１

回の振り返りカード等によりいじめの早期発見に取り組むとともに、いじめを

生まない子どもの居場所づくりや絆づくりに取り組んでいます。 

             今年度のいじめの件数は４件です（１１月末現在）  

            （２）自主性・実践力の向上をめざして 

 責任感をもって主体的に取り組む場や互いのよさを認 

め合う場をつくるように各種行事や委員会活動等に取り 

組んでいます。 

（３）交流活動 

地域の方々に様々な活動を見ていただくことで自己達成感を感じることや交流を 

通して地域や人を思いやることにつながると考え交流活動に取り組んでいます。 
 

３ 「体をきたえる子」について 

ここでは、「健康・安全指導の推進」と「体力の向上を目指す活動の推進」について紹介しました 

（１）健康・安全指導の推進 

  健康指導については、各家庭と連携を図りながら、よりよい生活リズムの確立や病気等の予防に取り組 

んでいます。安全指導につては、各家庭や地域の関係機関団体と連携を図り 

事故防止や「自分の命は自分で守る」防災教育に努めています。 

（２）体力の向上を目指す活動の推進 

  子どもたちは、朝のマラソンやなわとびに進んで取り組んでいます。また、 

年６回のなわとび検定をとおして、技の習得にも進んで取り組んでいます。 

３つの学年が合同で体育を行い、体育の授業の充実も図っています。 

 

地域懇談会では、「学習発表会での子どもたちの表現力がすばらしい」、「挨拶がいい」等のうれ
しい言葉をいただきました。その一方で、「地域では挨拶しても挨拶を返さない。知らない人に声
をかけられてもの指導は分かるが近所の顔見知りのはず」という声もありました。 
これからも学校と家庭、そして、地域が情報を共有できるように学校だよりで紹介していきます。 

 

 

 

 

 

② 青森県学習状況調査
の結果 

（対象：５年  

実施時期：８月） 

県平均を 100とした
ときの本校の様子 

① 全国学力・学習状況調査 

の結果 

（対象：６年  

実施時期：４月） 

全国平均を 100とした 

ときの本校の様子 

 Ａ：主に知識に関する問題 

 Ｂ：主に活用に関する問題 

はじめまして 
１２月から新しい養護助教諭

とて葛󠄀西智賀子先生が赴任する
ことになりました。 
葛西先生は、これまで看護師や

看護師の養成に関わる仕事をし
てこられたそうです。 
どうぞよろしくお願いします。 

みんなと仲よく 学校が楽しく なるように 莨小っ子集会 
 年に１度のお楽しみ、伝統の児童会行事、「莨小っこ集会」が１１月９日（金）に開催されました。３年生以上の
各学年が企画したゲームで全校５０人が楽しい時間を過ごしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１月６日          ３年          ４年          ５年          ６年  

事前のルール説明     「それゆけわりばしくん」 「まつぼっくり投げ」  「紙の巣くぐり」    「紙コップタワ
ー」 

かぜ、インフルエンザに注意 
１１月２７日（火）の児童集会

は、保健委員会の発表でした。 
かぜ予防の５つのポイントにつ

いて、実演やクイズで紹介しまし
た。１１月末には市内でもインフル
エンザがでてきました。用心。 

大きな声で すらすらと 
１１月２０日（火）、２・３年生

が音読の発表をしました。２年生
は５０、３年生は３０のフレーズ
をリズム音読しました。学習発表
会を彷彿させる発表でした。 

版画の秋 
１１月に入り、各学年とも版画

製作真っ只中。なんと言っても、
版画は、青森の伝統であり、莨
町小の伝統です。 

幼保小交流会 
１１月２９日（木）、蜆会保育

園、王恵幼稚園、青森認定こど
も園の年長さん３４人と１・２・３
年生が交流しました。３園から本
校への入学予定者は２名、他園
から２名の計４名の予定です。 

・青東卓球大会 ４年男子５位    葛西□□ 
              ・市ホープス卓球大会 ４年男子５位  葛西□□ 
  ・東奥児童美術展 絵画の部 入選 ５年          木村□□ 

・ＭＯＡ美術館児童作品展 絵画の部 佳作 ２年 坂牛□□□ 
ＭＯＡ美術館児童作品展 絵画の部・ 佳作   ４年  早坂□□ 
Ｍ                                        ４年  葛西□□ 
 
 
 

おめでとう 

１１月のニュース 
月のニュース 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 
青森市立莨町小学校 学校だより 第９号 平成３０年１２月２１日 

１２月・１月の行事予定 ※１２月２２日（土）～１月１４日（月）は冬休みです。平日（網掛け）は職員が出ています。 

日 月 火 水 木 金 土 
１２月２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 

天皇誕生日 振替休日      

３０日 ３１日 １月１日 ２日 ３日 ４日 ５日 

年末休業 元日 年始休業   

６日 ７日 ８日 ９日 １０日 １１日 １２日 

       

１３日 １４日 １５日 １６日 １７日 １８日 １９日 

PTA 成人式 ３学期始業式 
国際交流員来校 
給食開始 

委員会 
校外学習（４・５年） 

避難訓練  

２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 

 スクールカウンセラー
来校 

全校朝会 
学力テスト 
（全校） 

学力テスト 
（３～６年） 

引落日 
読み聞かせ（低） 

委員会 
浦町中体験入学  

２７日 ２８日 ２９日 ３０日 ３１日 ２月の主な行事  
  ６日（水）４～６年スキー教室 
１３日（水）入学説明会 
１５日（金）なわとび検定 
２２日（金）参観日 

 租税教室（６年） 
全校５時間授業 

児童集会 国際交流員来校 
３～６年５時間授業 
（委員会クラブ無し） 

 

大きな声で すらすらと 
１２月１８日（火）、１年生が

音読の発表をしました。７人が
声と力を合わせて、５つの詩を
発表してくれました。４月に入
学して９ヶ月が過ぎ、運動会
や学習発表会等を経験してき
ました。成長を感じさせる立派
な発表でした。 

・全国児童画コンクール 入選 
          ２年 □□大志  ４年 □□愛果 
・青森市学校図書館読書感想文コンクール  

読書感想文 中学年の部 優良賞 ３年 □□里緒 
・文集あおもり 詩の部 入選  

１年 □□英仁  ２年 □□陽希  ３年□□里緒 
  ５年 □□遼太  ５年 □□迦月 

おめでとう 

１２月のニュース 
月のニュース 

                             新年にバトンタッチ                                                    

校長  福 士 博 司 
 

 昨年の初冬に、学校前のイチョウの枝がきれいに切り落とされ、木々が丸坊主になりまし
た。あまりにもきれいに刈られたものですから、来年の春に葉が出てくるのだろうかと、落
ち葉に悩まされていたにもかかわらず心配していましたが、この秋もたくさんの黄色い葉を
落としてくれました。たくましい生命力を感じます。  

２０１８年、平成３０年が終わりを告げようとしています。今年の世相を表す
漢字は、「災」。国内にいろいろな災いがもたらされました。自然災害も人的災

害もあってこの漢字が選ばれたようです。 
       みなさんのこの１年を表す漢字は何でしょうか。 
       先日１年生の授業を見に行ったら、今年を表す漢字を一人一人が答えていまし

た。１年生は漢字をそれほど習っていないので、学級担任の先生が補うものもあ
りましたが、その中で印象に残ったものが「楽」。入学して、いろいろな友達と
遊べて、学校が楽しいから「楽」につながった、というようなことを話していま
した。 

 学校が楽しい、と言ってくれるのがとても嬉しいし、ほっとします。本校には「楽」と答
えてくれる児童がたくさんいることでしょう。 
 ２０１８年が終わりを告げようとしていると前述しましたが、子どもたちには、今年がど
んな１年であったのか、来年はどんな年にしたいのかを考え、来年にバトンパスができるよ
うにしてもらえればと思います。来年へスタートする今、今年よりも来年にステップアップ

するという考えをもって成長していけるよう、教職員一同支えていきます。 
 戌から猪へのバトンタッチ。５月には平成から新元号へのバトンタッチ。平成最後であ
り、新元号最初の猪年がみなさんにとって良い年となりますようお祈りします。今年も莨小
のためにご指導・ご協力をありがとうございました 

災 

図書室に いらっしゃい      さらに すてきに なりました 

  読書は、言葉を学び、感性を磨き、創造力を豊かなものにしてくれます。 
本校では、３人の図書ボランティアさんが、子どもたちのために図書室の整備や読み聞かせの活動

をしています。今月は、「冬のお話会」を開いてくださいました。低学年と高学年に分かれ、それぞ
れたっぷり１時間ずつ、季節にマッチした読み聞かせをしてくださいました。 
また、テーブルと椅子を手配してくださり、図書室をさらにすてきにリニューアルしてくださいま

した。季節を意識した本の紹介やレイアウトなど、子どもたちが本に親しみやすい環境をつくってく
ださいました。ぜひ、一度、図書館にいらしてください。 

楽 

「もしもし、元気ですか」  

 休み明けは、子どもたちにとって不安です。そこで、

３学期のスタートをスムーズに迎えられるように、冬

休みの後半の１月９日（水）から１１日（金）の３日

間、電話訪問により、子どものたちの様子を確認した

いと思います。 

児童会等で来校する子どもたちは、学校で面談しま

す。 

凧づくり 
蜆貝町会の鎌田辰蔵さん

から５・６年生用に凧の骨組
みをいただきました。津軽凧風
に墨で絵を描きました。凧も５・
６年生も天高く上昇だ。 

取材の取材 
１２月７日（金）、第４

回縄とび検定がありまし
た。莨小のなわとび検定
は伝統があり、今回、教
育厚生会（県内の教職
員の福利団体）の機関
誌の取材をうけました。 

子どもたちと一緒に 
１２月７日（金）は、参観日もあり

ました。１年生は道徳、２・３年生は
学級会、４・５年生は家庭科と保
健、６年生は理科の授業を見てい
ただきました。子どもたちと一緒に活
動する場面もありました。ご参観、
ありがとうございました。 

クラブ体験 
１２月１３日（木）、今年度

最後のクラブ活動にあわせて、
３年生のクラブ見学会がありま
した。本校のクラブ活動は、み
んなが一緒に様々なことに取り
組んでいます。最終回は、イラ
ストと鬼ごっこでした。 

小笠原カウンセラーとＳＧＥ 
今年度から、スクールカウンセラーが月に１度

来校して、相談活動等を行っています。１２月１７
日（月）は、スクールカウンセラーの小笠原美知
子さんが４・５年生を対象にＳＧＨを行ってくれま
した。ＳＧＥとは、構成的グループエンカウンター
のことで、人間関係づくりのための技法の一つで
す。自分を理解することや相手を理解することな
どにつながります。 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 
青森市立莨町小学校 学校だより 第１０号 平成３１年１月２２日 

２月の行事予定  

日 月 火 水 木 金 土 

 放課後や土・日曜日に忘れ物等を取りに来ても対応できないことがあります。月曜日は４時３０
分頃に職員は帰ります（定時退下の日）。それ以外の日は、部活がある日で６時頃、ない日は５
時頃で職員が帰る場合が多いです。放課後児童会は、６時３０分まで開設していますが、忘れ
物等には対応しません。土日にスキーを使う場合などは、気をつけてください。 

１日 ２日 

 
県小学校 
卓球大会 
（２名参加） 

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 

  
全校朝会 
学校評議会 

スキー教室 
（４～６年・弁当） 

 

読み聞かせ（6年） 
 

委員会 
校内研 

 

１０日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５日 １６日 

 建国記念日 全校朝会 
国際交流員来校 
新入学生説明会 

 

新委員会組織会 
職員会議 

なわとび検定 
市ジュニア＆
カブ・バンビ
卓球大会 

１７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 

 
スクールカウンセラー
来校 

特訓 
児童集会 

国際交流員来校 
特訓 

５時間授業 
（３～６年） 
特訓 

第５回参観日 
引落日 
特訓 

 

２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ３月の主な行事  
  １日（金）卒業生を送る会 
１８日（月）卒業証書授与式予行 
２０日（水）卒業証書授与式 
２６日（火）修了式・離任式 

 特訓 
全校朝会 

 

漢字計算チャレンジ 
国際交流員来校 

特訓 

５時間授業 
（３～６年） 

 

・棟方志功賞版画展 
                    金賞:１年 山口〇〇   

入選:６年 髙杉〇〇 
・青森市小・中学校美術展 
  デザインの部 入選:八代〇〇〇 
  版 画 の 部 特選:４年 髙山〇〇〇  

入選:１年 佐藤〇〇  ２年 坂牛〇〇〇          
３年 齊藤〇〇  ３年 髙杉〇〇       

・日専連全国児童画コンクール青森地区選             ４年 髙山〇〇〇 
 入選:１年 八代〇〇〇 ３年 成田〇〇  ５年 稲葉〇〇 ６年 小枝〇〇           

・青森市小学校家庭科作品展 金賞:５年 中島〇〇  ６年 角本〇〇          １年 山口〇〇    ６年 髙杉〇〇 
入選:５年 稲葉〇〇  ５年 鷲尾〇〇 ６年 平田〇〇 ６年 佐藤〇〇 

おめでとう 

１月のニュース 
月のニュース 

めあてに向かって 

 猪突
ち ょ と つ

猛進
も う し ん

 
 ３学期が、スタートしました。 

 始業式では、校長先生から、３学期の４つの頑張ってほしいことが話されました。 

 それは、「あいさつ」、「仕事」、「ハンカチ」、「新聞」です。これは、莨町小学校の子どもたち

の課題になっていることでもあります。 

 まずは、「あいさつ」。あいさつは、習慣です。学校だけに身につくものではありません。各家庭に

おいても、「おはよう」、「おやすみ」、「いただきます」など、自然にあいさつがでるようにみんな

で取り組んでいきましょう。 

                次に、「仕事」。本校の子どもたちは、夢中になってしまうとつい

つい委員会の仕事などを忘れてしまうことがあります。自分の役割を

果たすことは、将来、職業人としての基本になります。しっかりと意

識させていきたいです。 

                3 つ目は、「ハンカチ」。持ってきていない子もいますし、持って

いても使わない子もいます。インフルエンザが気になる時期でもあり

ます。各家庭でも「持った？」の一言お願いします。 

                最後は、「新聞」。校長先生の思いがつまった取組です。低学年の

子どもたちには、漢字など難しいところもあると思いますが、一緒に

読むなどのご協力よろしくお願いいたします。 

 今年の干支は猪です。この４つのめあてを達成できるように、突っ走っていきましょう。 

ニュースをお伝えします 
１月１７日（木）、４・５年生は、

ＮＨＫ青森放送局と中央市民
センターへ行ってきました。ＮＨ
Ｋではスタジオの見学を、中央
市民センターではプラネタリウ
ムの鑑賞をしました。 

し
ご
と 

１ 学校運営に関して ・・・ ２．４ 
 莨町小学校は、教育方針や指導の重点が明確であり、適切な教育活動が行われている。 

２ 学習指導に関して ・・・ ２．４ 
 莨町小学校は、子どもに学ぶ喜びを体験させ、確かな学力の向上を図るようわかる授業づくりをしている。 

３ 生徒指導に関して ・・・ ２．３ 
 莨町小学校は、子ども一人一人を深く理解し、たくましく成長できるよう指導・支援をしている。 

４ 特別活動に関して ・・・ ２．２ 
 莨町小学校は、特別活動で多くの子ども達が活躍できるよう工夫され、内容を充実させている。 

５ 教職員に関して ・・・ ２．３ 
 莨町小学校教職員は、教育活動に熱心に取り組んでいる。 

６ 安全管理に関して ・・・ ２．５ 
 莨町小学校は、子どもたちが安全な生活を心がける指導や訓練を考え、取り組んでいる。 

７ 小中連携(進学予定中学校との交流・連携)に関して ・・・ ２．１ 
 莨町小学校は、進学先中学校(浪打中学校・浦町中学校）と学校行事や参観日などで交流や連携に努めている。 

８ いじめの防止に関して ・・・ ２．２ 
 莨町小学校は、アンケートや相談活動、情報提供などにいじめの防止に努めている。 

９ 特別支援教育に関して ・・・ ２．３ 
  莨町小学校教職員は、子どもの能力を伸ばし、一人一人の自立に向けた支援に努めている。 

１０ 保護者・地域住民との連携に関して ・・・ ２．３ 

 
莨町小学校は、地域の教育力を積極的に活用するとともに、保護者や地域住民からの要望を、教育活動の改善・

充実に役立てている。 

１１ 広報・情報提供に関して ・・・ ２．３ 
 莨町小学校は、学校だより等を通して、家庭や地域の人へ教育活動の情報提供をしている。 

 

学校教育等に関する   １１月に実施した平成３０年度学校教育等に関する調査（保護者）の結果を紹介します。 
  調査の結果について  数値は、「Ａ：十分である」を３点としての平均です。参観日で説明いたします。 

（各項目 Ａ：十分である  Ｂ：おおむね十分である  Ｃ：やや不十分である  Ｄ：まったく不十分である で回答していただきました。） 

備えあれば 
１月１８日（金）、

冬期間の避難訓練
を実施しました。今
回の想定は火事で
す。「自分の命は、
自分で守る」の合い
言葉のもと、避難方
法を確認しました。 

みんなのために 
 世界一雪が降る都市、
それは、Aomori City！ 
 学校にも雪が積もります
が、５・６年生を中心とした
ボランティアのおかげで、
正面玄関周辺はすっきり
しています。 
 これからも、よろしくね！ 

スキー シーズンイン 
１月２１日（月）からスキ

ー学習が始まりました。 
今年も、２年大山〇〇

くんのお父さんの協力を
得て、莨町小スキー場が
オープンしました。 
スキーの準備等、ご協

力ありがとうございまし
た。 

３学期始業式 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

雪どけに注意 

雪の峠も越え、春の訪れを感じる今

日この頃ですが、まだ、道路や交差点

には、雪が積み上げられています。ま

た、屋根の雪の落下や雪どけによる川

や用水路の増水も心配です。学校でも

指導しますが、各家庭でも一言よろし

くお願いします。 

 

 

 

 

 

 

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 
青森市立莨町小学校 学校だより 第１１号 平成３１年２月２２日 

３月の行事予定  

日 月 火 水 木 金 土 

 ４月の主な予定行事（詳しくは次号で） 
  ５日（金）入学式準備のため新６年生出校  ２２日（月）交通安全教室 
  ８日（月）入学式、始業式、新任式     ２４日（水）参観日、ＰＴＡ総会 
 １８日（木）６年全国学力学習状況調査    ２７日（金）～１０連休 

１日 ２日 

安全点検 
６年生を送る会 

 

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 

 
卒業証書授与式 
式場設営 
児童との面談 

全校朝会 
児童との面談 

国際交流員来校 
大掃除 

児童との面談 

委員会（最終） 
職員会議 

子どもを語る会 
  

１０日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５日 １６日 

  児童集会 国際交流員来校 
５時間授業 
（３年生以上） 

  

１７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 

 卒業証書授与式
予行 

６年給食最終日 卒業証書授与式 春分の日 式場片付け  

２４日/３１日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 

 給食最終日 
修了式 
離任式 

（６年生出校） 
春休み（～４月７日）  

 

２月のニュース（１月も） 
月のニュース 

もうすぐ卒業 
 何をしても「最後の」という言葉がつく６年生。 

 巣立つ時が近づいてきました。 

 運動会、体育デー、修学旅行、学習発表会・・・ 

たくさんの出会いがあり、たくさんの思い出ができました。 

 ６年生は、「立派な６年生だったなあ」と言われるように 

しっかりと仕上げをしましょう。                図書ボランティアのみなさんと 

 １年生から５年生は、６年生が安心して卒業できるように、１年間で成長した姿を見せてあげましょう。 

 さて、卒業を前にして、６年生に今の思いを一文字で表してもらいました。それぞれの思いのそれぞれの春

がもうすぐやって来ます。 

 

 

 

彪真   彪牙   創太   由基    健太   圭杜   仰基     拓海   芽生    史桜   斗和 

ヤッホー スキー教室 
２月６日（水）、４・５・

６年生は、雲谷でのス
キー教室でした。天気
に恵まれ最高のコンデ
ィションでした。準備等
ありがとうございまし
た。 

 

最後の読み聞かせ  
２月７日（金）、６年生にとっ

ては、最後の読み聞かせが
ありました。 
これまでお世話になった

図書ボランティアの高橋さ
ん、樋口さん、坪田さんが最
後に読み聞かせとお花をプ
レゼントしてくださいました。 

これもラスト なわとび検定 
 ２月１５日（金）、本年度最後
の第５回なわとび検定がありま
した。今年度は、名人第３位ま
で３人が昇段しました。おめで
とうございます 
名人第３位 ３年 □□悠愛 

５年 □□花音 
６年 □□健太 

しっかり 引き継ぎます 
２月１９日（火）、委員会

引継式がありました。今年
度は、「ありがとうの実」と
「お願いの実」が貼られ『委
員会の木』をつくり、それを
引き継ぎました。 
先週から２年生も委員会

活動に参加しています。 

本校の学びの状況について 
学びの状況を客観的に把握するため

に、国（６年生対象）や県（５年生対象）
の調査を活用しています。 
その他にも、教研式学力検査を全学

年で実施しています。１月に実施した結果
をお知らせします。 
全国平均を100としたときの本校の様子

ですが、グラフのような結果になります。各
学年とも全国平均を超えておりましたが、こ
れらの結果を分析し、足りない力について
は新しい学年になるまでに補っていきます。 

集金についてのお願い 

 現金を巡る事故防止のため、給食費や教材費、ＰＴＡ会費
等の計画的に集金できるものについては、銀行口座から引き
落とししています。今年度は、スキー学習にかかる経費等も
引き落としさせていただきました。 
しかし、急なものや個別に購入する裁縫道具セットなど、

全ての集金に対応できません。現金を持ってくる場合には、
各家庭でおつりがないように袋に入れ、糊やテープで口をし
っかりでとめてください。教材店が扱うものは、袋に入れた
まま現金を業者に渡します。また、連絡帳等で持たせたこと
をお知らせください。ご協力、よろしくお願いいたします。 

子どもの命を守るために 学校には通告の義務があります 
虐待による痛ましい事件が後を絶ちません。 

虐待は、千葉県の事件のように学校のアンケートによって発見される場合もありますし、子どもとの会

話の中やふと目にとまった体の傷などで気づく場合もあります。学校や病院等では、このような場合、子

どもの命を守るため児童相談所に通告する義務があります。もちろん、近所の方や児童自身が通告するこ

ともできます。 

子どもたちは、何でも言います。「えっ、もしかして」と思うこともあります。学校では、命を守ること

を最優先に考え、家庭に確かめてから通告することはありません。もしも、そのような場合でも学校を責

めないでください。 

虐待が世の中から無くなることを願うばかりです。 

どきどき わくわく 
１月２５日（金）、６年生が

浦町中学校で体験授業を
してきました。この日は、
堤、浦町、橋本、筒井の各
小学校も参加しており将来
のクラスメイトと緊張しなが
らの体験となりました。 

今度は 私たちの番よ 
１月３１日（木）、図書委

員会による読み聞かせが
ありました。いつもは、聞か
せてもらっている側の子ど
もたちですが今回は逆。４
つの教室に分かれての活
動でした。 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 
青森市立莨町小学校 学校だより 第１２号 平成３１年３月２６日 

４月の行事予定  

日 月 火 水 木 金 土 

 

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 

    ６年出校日 
（入学式等準備） 

み 
 

は る や す 

７日 ８日 ９日 １０日 １１日 １２日 １３日 

県議会議員 
選挙会場 

新任式・始業式 
入学式 

ＰＴＡ登校指導 

給食開始（２年～） 
１年２時間授業 
ＰＴＡ登校指導 

１年３時間授業 
１年４時間授業 

（給食開始） 
委員会 

地区別組織会 
尿検査 

 

１４日 １５日 １６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 

 
知能検査 

（２・５年） 
全校朝会 避難訓練 

全国学力状況調査 
（６年） 

５時間授業 
  

２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 

 清掃班組織会 
交通安全教室 

児童集会 
第１回参観日 
ＰＴＡ総会 

クラブ組織会   

２８日 ２９日 ３０日 ５月の予定 
８日：５年宿泊学習（～９日） １９日：ＰＴＡ花壇作業 
９日：４時間授業       ２６日：運動会（２７日振替） 

１０日：１年生を迎える会    ３０日：４時間授業 
４月２７日～５月６日 １０連休 

 

ありがとうございました この度の定期異動により、４名の先生が退職・転出することとなりました。 

校長 福 士 博 司 

（定年退職 本校勤務３年） 

「みなさん、おせわになりました。 

 たば小のみんな、元気ですくす

くと育ってね。いつも心の中で

応援していますよ。」 

 

 

」 

 

 

」 

教諭   石 川 久 子 

（青森市立篠田小学校へ 本校勤務４年） 
「たくさんの笑顔を見て、はつらつとした声を
聞いて過ごした４年間はとても幸せな時間
でした。みなさんのがんばる姿を思い出しな
がら、次の場所でもがんばりたいと思いま
す。大変お世話になりました。ありがとうご
ざいました。」 

 
 

  

」 

 

 

」 

講師 児 玉  敏 

（退職 本校勤務１年） 

「１年間という短い期間でしたが皆

様のおかげで楽しい思い出ができ

ました。これからは、子どもたちの

成長を陰ながら見守っています。

本当にありがとうございました。 

」 

臨時事務 堀  貴 子 

（退職 本校勤務１年） 

「明るく朗らかな子どもたちと楽しい１

年間を過ごすことができて幸せです。 

ありがとうございました。」 

３月のニュース 
月のニュース 

平成３０年度卒業証書授与式 

３月２０日、卒業証書授与式がありました。今年度は、１１人が学び舎から新しい世界へ旅立っていきました。 

 

「もしもし、元気ですか」  

 休み明けは、子どもたちにとって不安です。そこで、新

学期のスタートをスムーズに迎えられるように、春休みの

後半の４月３日（水）から５日（金）の３日間、旧担任等

が電話訪問により、子どものたちの様子を確認したいと思

います。児童会等で来校する子どもたちは、学校で確認し

ます。 

ようこそ 先輩 
 本校のＯＢである蜆貝町会の
中村洋一さんが５年生に版画の
指導をしてくださいました。中村さ
んは、小学校５年生のときに、こ
の莨町小学校で版画に出会い、
趣味で続けられているそうです。
５年生に多色刷りの版画を教え
てくれました。 

ありがとう ６年生 
 ３月１日、６年生を送る会が
ありました。１年生から５年生が
役割分担をして、ゲームなどで
６年生と交流し最後の思い出
作りをしました。 

４月５日、８日の登下校等について 

４月 ５日（金）：新６年 新学期準備のため登校 
            ９：３０ 登校   １１：３０ 下校 
４月 ８日（月）:始業式・入学式・新任式  

７：５５ 通常登校 （以降は通常登校） 
１１：２０ 下校 （６年生は１１：４５） 

莨小っ子の笑顔は最高だ！ 

校長 福士 博司 

  ３年前、莨町小学校への転勤を知り、とても嬉しかったのを今も思い出します。 

 親戚の何軒かが青柳に住んでおり、私が幼い頃、堤の市場での買い物がてら、母とよくこの辺に遊びに

来ていました。また、何度か記しましたが、兄の二校目の勤務先が莨町小でしたので、私にとって身近な学

校でした。 

 保護者のみなさん、町会の方々、さらには莨町小に支援・協力してくださったみなさん、本当にありがとうご

ざいました。みなさんのおかげで安心して学校経営をすることができました。莨小っ子がとても明るく素直で正

直な子どもたちで、もっとすごい集団にするには、といつも考えていましたが、考えなくても子どもたちは立派に

育っていました。子どもたちの最高の笑顔を見て、心が安らぐ毎日を過ごすことができました。 

 莨小っ子のさらなる活躍と、保護者・地域のみなさんのご健康をお祈りします。 

では、経験したことのない生活に突入します！それでは、みなさん、お幸せに！ 

 


	30tabasyotayori_01
	30tabasyotayori_02
	30tabasyotayori_03
	30tabasyotayori_04
	30tabasyotayori_05
	30tabasyotayori_06
	30tabasyotayori_07
	30tabasyotayori_08
	30tabasyotayori_09
	30tabasyotayori_10
	30tabasyotayori_11
	30tabasyotayori_12

